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日本国内のブラジル人に対する支援と共生
二
　
宮
　
正
　
人
　
皆さん、こんにちは。
　
ただいまご紹介いただきました、サンパウロ大学の二宮でございます。
　
日本で生まれて五歳の時に両親とともにブラジルに移住しました。以来、六三年が経過しましたが、そのう
ち約一〇年間は留学生として日本に住み、最近では一年のうち三分の一をこちらで過ごしていますので、ブラジルに住んでいるのは正味五〇年ほどです。　
日本人が初めてブラジルへ移民として行ったのは、一九〇八年（明治四一年）のことでした。それ以来戦前
に約一九万人、私が家族とともに移住 た時期は、戦後の日本がとても苦しい時期で、一九七三年 ろまでに約六万人で、全部で約二五万人 日本人がブラジルに渡りました。現在は日本国籍を有する 世からブラジル国籍のみの六世まで日系人の範疇が広がっています。　
一九七〇年代以降は人種間結婚、すなわち日系人以外の人種の方々との婚姻も多くなり、ブラジル在住の日
系人は現在約一九〇万人といわれています 、 系 非日系の混血者を入れれば約三〇〇万人に達するのでは
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ないかという説を唱える研究者も出てきています。ブラジルの人口は約二億人ですから、日系人の割合は約一％プラス、マイナスといったところです。私が住んでいるのはサンパウロ州の州都であるサンパウロ市です。州の面積は日本よりやや小さいのですが、州の人口の約四〇〇〇万人のうち、約一〇〇万が だとされていて、これが海外最大の日系人集団と言われている所以 す。　
さて、ブラジルでは日本から一世の方々が移住して現在では六世まで広がっていると申し上げましたが、
一九八〇年代の半ばごろから、二世、三世の方々が日本に就労に来ると う現象が生じました。彼らは東海地方の愛知、静岡、岐阜 三重、滋賀といった各県にある自動車産業やその部品産業を中心に非熟練労働者として日本に働きに来ています。彼らは彼ら自身のことをデカセギと呼んでおります。私はその単語は日本ではあまりイメージが良くないという理由で止めたのですが、彼らは一言 自分たちのステータス 理解してもらえるということで、自らをデカセギと呼び始め 現在 はその単語 ブラジルで権威ある複数のポルトガル語辞書にも
decasségui として掲載されるようになりました。
　
今一つの地域は北関東です。群馬、栃木、茨城、長野の各県及び首都圏です。東京都内には数千人ですが、
上記の各県を始め、千葉、神奈川にも多く ブラジル人が居住しています。二〇〇七年一二月現在 入管統計によると、約三一万七千人のブラジル国籍者が日本に居住していま た。但し、 八 にリーマンショックと呼ばれた金融危機が世界的なレベルで生じ、企業の業績が悪化し、失業者が増加しました。例えば、米国では中産階級以上 人々は毎年のように車を買い換え たのに、それがが きなくなり、日本から自動車輸出が減少しました。日本で働いていたブラ 人たちは多く 場合 自動車 部品メーカーに正社員としではなく、派遣社員や契約社員として働 いました。 産が減少したため 雇用契約が更新されなかっ 等
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の理由で失業して、多くが帰国しました。大部分の人々は自費で戻りましたが、約二万人は日本政府が一定の条件、すなわち向こう三年間は「定住者」として再訪日できない（実際には四年半）等の下に旅費を負担して帰国しました。その結果、日本におけるブラジル人の数は約一七万人に減少し、二〇〇七年一二月末現在の半分以下になりました。　
では、なぜ、これだけの人々が一九八〇年代後半に日本に来たかといいますと、当時は「バブル景気」と
いって、景気が過熱し、不動産があればそれを担保にして銀行が次々に融資枠を広げた時代でした。製造業も資金が潤沢となり、生産も活発化しましたが、労働市場は人手不足でした。その理由としては、若者 ちが工場での「キツイ キタナイ、キケン」といっ いわゆる三
Kの労働を敬遠しはじめました。かといって、そ
ういう仕事も世の中では不可欠です。たとえば、自動車産業の部品の生産はどうしても必要です。　
でも、日本に労働者がいなければ、国外から労働者を雇用すればよいか、というと、そう簡単ではありませ
ん。日本の法律は非熟練労働者を外 から入れるこ は当時も今も、厳しく制限しています。日本で働くことができるのは、ある一定の高度な能力を持った人だけ す。大学や大学院 学位を有 て、ＩＴや医療、法律、通訳等 専門家であったり、あるいは芸能人や料理人等の高度の能力を持った人は、雇用先が確定していて、一定の審査を経れば、許可を得ることが出来ます。 か 、この規定は単純労働に従事する人 は適用されません。　
その法律は「出入国管理及び難民認定法」 （以下 単に入管法と呼ぶ）と言って、そこにいろいろな規定が
あります。例えば観光客として入国した外国人は日本 働いて収入を得るこ はできません。しか 、巷を見渡してみて、コンビニやレストランで働 ている方々で日本語がうまく通じ かったり、回答の内容がおか
18
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く、時間がかかったりすることが頻繁に起こっています。驚いて、その人の顔をよく見ると、日本人ではなく、アジアを中心とし 外国人だったりします。それは「技能研修」 、日本語等を習得するための「就学生」やアルバイトの許可をもらった「留学生」として入国している人々です。これは日本で三年から五年の間、研修生として働き こちらで学んだ技能を出身国へ移転させることを目的としたも です。この制度が始まってから二〇年以上になりますが、最近までは悪質な雇用主や企業がそれら研修生を安い給料で使っていたという批判もありました。現在では、それをふ えて、地域別の最低給料を支払うことになっていま が、企業側からはせっ く仕事を覚えた頃、帰国してしまうことから、長期的な戦力にならないという不満も生じています。　
日本に居住している外国人ですが、私が日本に留学していた一九七〇年代には朝鮮半島や台湾出身の方々が
圧倒的多数でした。 、その理由は歴史的な経緯によるもの 、特別に永住を認められ、在日の方々はすでに四世、五世の時代になっています。 た、国交回復後には中国の方々も増え 一〇年前まで三番目の外国人グループはブラジル人 しかし、ブラジル人の多くは二〇〇八年のリーマン・ショックのために失業者が続出して帰国したことから、一七万人台 で減少しました。ブラジル人がいなく った空白を埋め のがベトナムやフィリピンから来た技能研修生でした 現在では中国籍者 トップを占め、朝鮮半島 方々が二番目で、三番目がフィリピン、四番目がベトナムで、二〇一六年以降、ブラジルは五番目となってい　
先ほど入管法についてふれましたが、それはどこの に もある法律で、外国人の入国を規制する、あるい
は日本人が国外に出ることを規制する法律です これは戦後まもな 公布された法律で、その後も何度も改正されています。重要な改正として挙げられるのは一九八九年のもの 一九九〇年六月に発効しました。こ
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改正によれば、すなわち両親が日本人の場合は日本人の配偶者等となり、祖父母のいずれかが日本人である者は日系人として、あるいはそのような人と結婚している非日系人の方々は「定住者」と う地位 認められて訪日することができるようになりました。これは、留学、就学、就労ということではなく、日本と血統的、あるいは婚姻による絆により滞在中の活動について何 制限もない、とい主旨の地位を与えた法律です。　
これによってブラジル人のみならず、戦後の日本が国力の回復を目指して努力していたころに、国策の一環
として中南米諸国に移住した人々の子孫が日本に働きに来 るように ったのです。日本に来た中南米日系人及びその配偶者たちで一番の人数はブラジルでしたが、その次に多かったのはペルーの人々でした。ブラジル人が三〇万人以上だったころ、在日ペルー人は約六万人でした。リーマン・ショック 影響でブラジル人が半分以下に減少したのに対し、ペルー の減少はせいぜい一万人程度でした。ペルー 方々になぜ帰ら かっかと聞くと、本国の状況から見て、帰っても仕方なく、日本にいた方がよい で帰らない、という答えが返ってきました。　
二〇〇八年以降、各地の在日ブラジル人の方々から、帰国したほうが良いのか、それとも日本に残ったほう
が良いのか、という問い合わせが何度もありましたが、ブラジルの実情を説明 、何とかして日本に踏み どまるよう説得しましたが、当時のブラジル政府の言い分は 長年の不況から脱して 経済成長の道を歩み始めているとい も でした。今日ではそれは汚職、収賄を粉飾するための欺瞞であったこと 判明 ていますが、その頃は日本に職がない以上 帰国はやむを得ず、ブラジ へ戻れば何とかなる、と思い込ん ました。日本語などの一定の能力を有する者であればとも く、日本 数年あるい 十数年暮ら いて、ブラジルにおける労働状況や技術発展に関する知識を有していな っ 者にと 、祖国の現状は必ずしも期待通り
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ではありませんでした。　
確かに日本で職を失い、失業保険をもらいながらハローワークに通っても、新たな職が得られなかったの
で、祖国ブラジルでの好景気の話を聞いて戻った人々が大多数でした。 、しかし、祖国の現状に失望して、やはり日本のほうが良いと考えて戻ろうとしても、日本政府の支援を受けて帰国 た者に対しては上記のごとく一定期間は「定住者」のビザが取得できず、また自費で帰国した者にとっても、再度日本で職を探そうとしても、日本語の能力 不足 たたって、簡単ではなかったことも事実です。日本が景気の低迷状態から脱することが出来たの 、二〇一四年ごろからであって、現在ではまた人手不足 現象が見られるようになりま た。現在では東京などでは有効求人倍率が二倍を越すなど、売り手市場になってきています。これにともなって在日ブラジル人の数も増え始めており、二〇一六年一二月末現在で約一八万 になったという最近の統計発表もありました。ただし、以前のように三〇万人を超す状況に ることは難しいと思います。　
ところで、一九八〇年代後半から現在に至る 及び日本人は外国人を数多く受け入れる準備ができていた
のでしょうか。この質問に対する回答 残念ながらノー 。　
先ほど池田先生のご挨拶のなかに共存、共生という言葉がありました。今、日本では「多文化共生」という
言葉が流行っていますが、これは日本において異なる文化を持った人たちが日本の人々と共に生活 ていこうという意味ですが、三〇年前の日本では東京、大阪、名古屋、横浜といっ 大都市 もかく ブラジル人やペルー人の多くが住み始めた東海地方や北関 の地方都市では、外国 見るのは初めてというこ ではかったにせよ、 文化共生や国際化、グローバリゼーションと言ったこととは無縁の人々が多かっ のです。また、同じ風貌をしていても日本語が話せない人々 存在は想像出来なかったこ でした。
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しかし、現実の問題として、ある日突如として、そういう人々が家族連れで隣人として生活することになっ
たのでした。家族連れですから、当然子どもいるわけで、学齢期になれば学校に通う必要も出てきました。私事になって恐縮ですが、五歳でブラジルに移住した私も七歳でサンパウロの公立学校の一年生に入学したのですが、最初 授業で先生 何を言っているのか、一言も理解できず。先生を困らせたことを六〇年以上経っ今でもはっきりと覚えています。そのような経験を在日ブラジル人の子どもたちも繰り返したわけです。しかし、六歳、七歳の子どもは、その状況に馴染むのが早いし、ま 、同学年の日本人の子ども ちも学校に入る前に保育園や幼稚園 通 い も、それほど大き 差があるわけではなく、日本語もさほど難しいことを知っているわけ はありません。そう う年齢で連れて来られた子ども達は状況 変化に馴染むのが比較的早かった思います。しかし、高学年になればなるほど、 葉がわからなければ、授業についていくのが困 であったことは想像に難くありません。一〇歳前後を分水嶺とし そ 以降に日本に来た子どもたちは言葉出来ないことから、授業が理解できずに苦労し、果ては学校が面白く くて不登校 なり、そこから非行走った例も数多くあります。二〇〇二年ごろでしたか、久里浜少年院に収容されている約三〇名 外国人少年のうち、九〇％がブラジル国籍であることを知り、状況を調査に行き、非行の内容は万引きから窃盗 強盗、傷害、殺人 覚せい剤等を含めて、あらゆる分野 わたっていたことに驚きました。　
日本国憲法は日本国民については教育を義務としているものの、外国人については適用されず、希望すれば
小中学校の入学は可能であっても、学校へ行くことを強制すること し いません。憲法 解釈 つ ては、あまり深入りしませんが、子どもの国籍によっては、日本の教育を義務とする場合 問題が生じることに考慮せざるを得ません。
22
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皆さんはイジメという言葉をご存知だとおもいますが、ブラジルから来た子どもの多くが日本の学校でイジ
メにあったことが問題となりました。私自身、ブラジルに移住した当初から学校に通いましたが、他の子どもたちからイジメられたことはあ せん それは が独立当初から多民族国家として形成されたからです。同じ移民国家でも米国に イジメや差別がありました。一九二四年の排日移 法はあまりにも有名ですが、一六世紀以降 ギリスから清教徒をはじめ、多くの人々が新天地を求めて移住しました。その次はアイルランドやスコットランドからも行きましたが、同じ白人で、英語を喋っていても、元 いた英 人から必ずしも同等には扱ってもらえな ったとのことです。アフリカ系 に対する差別は何十万人もの戦死者を出した南北戦争を引き起こしたのみな ず、南部の州における人種差別が一九六〇年代まで継続し、黒人の子どもが白人の学校に通うために連邦軍が出動して保護 エピソードは未だに記憶に残っています。同じ白 でも、イタリア人 当初はイジメられ こと 、同胞のみ
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A
を組織して対抗しました。マ
フィアと言ったほうがわかりや いかもしれません。これは犯罪組織になってしまいましたが、当初はイジメに対抗するものでした。その次には、さまざまな 籍のユダヤ人が入って来ました。現在ではキリストを磔にした罪をユダヤ人 せいにすること なくなりま たが、一九世紀や二〇世紀の半ばまで そういった理由でイジメられました。ユダヤ人に対する究極的 イジメはナチ ・ドイツのヒトラーの例を見ればよく判 と思いますが、どこの国においても程度の差はあっても、多かれ少なか イジメ 存在します。ブラジル おてさえも一九五一年に人種差別禁止法が公布されたほどですから、黒人に対する差別 あったことは否め せんが、日本人、日系人が異なる容貌ゆえに笑い話の対象となったりしたことはあっても、戦中、戦後の一時期を除いて イジメにあったことはありません。
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しかし、日本において在日ブラジル人の子どもたちは、かなりのイジメを受けました。たとえば、日本人と
同じ名前と同じ顔つきをしているのに日本語が話せなかった際に顕著でした。彼らはブラジルで育ったのですから、必ずしも家庭で日本語を話していたわけではないので、日本語が話せないのは当然といえば当然ですが、子ども達の世界ではそのようなことは通用しません。また、 系人であっても混血者の場合は、髪の色が違ったりします。染めているのではないか 学校から追求された事例もありました。あるいは、ブラジルでは女の子が生まれると、一週間以内に耳たぶに穴を開けてピアスを付ける習慣があります ブラジルではまったく普通 ことで 本人は成長の過程でピアスは自分の体の一部だと思っています。ところが、日本の小学校に入学すると、ピアスは校則に反するので、ただちに外せと言われます。本人は子ど ですし、なんで外さないといけないのかわからず、家に帰って親に泣いて訴えるのですが、学校の規則だから仕方 ないことで、これをイジメとは言えません。 だ 、これは単なる事例 ひとつで、日本が国際化や多文化共生を唱える割には、外国人を受け入れる準備 出来ていなかったことは事実です。日本語を理解 きない子ども ちのため国際学級が設置されたり、そのために加配教員が派遣されたりするのは若干の時間が経過した後のことでした。二一世紀に入ってようやく実現してきましたが、当初は未だ閉鎖性が目立ったことは否めま ん。　
日本の学校にブラジル人の子どもが馴染めないということで、自然発生的に在日ブラジル人学校が北関東
や東海地方で開校しました。ブラジルから進出した一 を除い 、ブラジル人就労者の中から、教師の資格を持った者がブラジル人の子どもの必要に応じて学校を設立して す。日本 治体 は各種学校の認定を受けられず、従って補助金も こ から、その分だけ月謝も高 という批判もありましたが、最盛期には一〇〇校以上がブラジルのカリキュラムで教育を行っていました。ブラジル政府は、そ 実態 重視
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して、教育省から視学官を派遣し、最終的には半数ほどがブラジル政府に認定されました。すなわち、それらの学校を出ていればブラジルに戻ったときに、同じ学年あるいは、その次の学年に入学できるというものでした。私たちはそれで良いと思っていまし が、二〇〇八年に一斉に 人が帰国した際に、帰って来た子ども ち 力が必ずしも期待していたものではなかったこと 驚かされました。在日ブラジル人学校でブラジルのカリキュラムに従って学習していた かかわらず 、ブラジルに戻ってから学校の授業に付いていけない、という現象が生じていま た。 くにポルトガル語の作文を書かせると、文法等を無視して、話し言葉をそのまま書き写しているような状態でした。しかし、多くの若者は一学年下に編入されたり、日本で高校卒業の資格を有して た場合には予備校に通ったりして学力をつけ、ブラジルの公立、私立の大学に入学 、卒業している者も増え ています。　
ブラジルでは最近そのような大学生のために奨学金が設立され、現在二五名に対して毎月最低給料一か月分
を支給しています。昨年末には数名が卒業 社会人になりま 。 た、逆に日本で 、日本の学校制度にのっとって小学校、中学校、高等学校や専門 入学 たり、大 に推薦入学あるいは日本人学生と同じ試験を受けて入学 卒業 るブラ 人 増えてきています。中には有名国公私立大学を卒業して 電通やスズキといった上場企業に総合職として採用されるケースも見ら るようになりま た。また公務員に採用される者もいますし、さらに言えば 八歳で来日し、名古屋大学及び同ロースクールを卒業して、初回の試みで史上初めて司法試験に合格したブラジル国籍者が出たことは誠 嬉し ニュ でした。日本でもブラジル国籍者に限らず、これら中南米日系人子弟の大学進学者に対する奨学金があれば、どれほど励みになるかわかりません。本件はこれまでにも政府当局 可能性を打診して参りました。是非実現して欲しいと思います。
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ただし、在日ブラジル人子弟のなかで高等教育まで受けられる者の数は僅かであって、圧倒的多数は中学卒
業程度で親に習って就職してしまうとのことです。子弟の教育は親の責任ですが、かつて就労者の両親に連れられて日本に来た子どもたちが日本できちんとした教育を受けないまま成長し、現在子どもたちの親になっていることから、必ずしも教育に熱心ではない、とも言われています。この状態が繰り返されることは望ましくありません。日本では、きちんとした教育を受けて、それなりの就職をしないと、いつまでもデカセギの域を出られません。また、初等教育レベルでも、 語を理解しないため、多くの子どもたちが自閉症、発達障害やそれに類似した問題を抱えているように診断され、養護学級などへ回されるケースが多いとのことです。日本では一度そのような扱い 受けると、その後普通の学校へ行けなく るそうで、それに対する憂慮の声 上がってきています。　
先ほども申し上げましたが、子どもの教育については、親の意識が大きく影響してい す。ブラジルへ移住
した初期の日 人 、封建時代か の寺子屋の伝統や明治 入っ からは教育勅語に基づく義務 こと念頭にあり、いつの日か日本に戻った際に、 弟が教育を受けていないのは恥ずかしいと考え、開拓の初期においても、住居はさておい 共同作業で学校を立ち上げたとい 記録が残っています。 が日本語による、日本人のための教育だったとしても、後にそ 建物に州政府から教員 派遣され、ブラジル の教育がそれぞれ受けられるようにな ていったのです。そ ようにし 、移民 子弟は 全員ではなかったにせよ、都会に出ることが出来た者は苦学をしながら上級 へ行くことができました。そ 、ブラジルの公立学校が当時から現在に至るまで無料で、本人の努力次第 大学に たからでした。サンパウロ大学は一九三四年に設立された大学 す 、その前から法、医、工、農学といっ 国立単科大学が存在していま
26
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した。それらが新設の文理大学と共に総合大学としてスタートしましたが、その際の学生名簿を見ると、すでに日系人の名前が一桁であっても見ることが出来たことは、移住が僅か二五年前に始まったことを考慮すると大変な努力だったと思います。二〇一八年は日本人ブラジル移住一一〇周年の記念すべき年ですが、日系人はあらゆる職業に進出しています。　
話は変わりますが、私が日本に留学していた一九七〇年代の日伯関係は蜜月時代でした。一九七六年にはガ
イゼル大統領が現 として初め 訪日し、三〇億ドルに上る経済案件が官民でまとめられました。また、二年後の一九七八年には移民七〇周年ということで、皇太子殿下同妃殿下が昭和天皇の名代としてブラジルを訪問されました。しかし、一九八〇年代に入ってから一二 〇億ドルの対外債務の支払いが出来なくなり、債務再交渉を行う必要が生じ 約一〇年間にわた 、債権銀行団とはニューヨークで、債権国とはパリで、いわゆる債務のリスケ交渉を行いました。その間、インフレも悪化し、一九九四年のレアル・プランによって鎮静化する直前には年間二〇〇〇パーセントという数字に達し 国家財政 国民の生活も最悪 状態を経験しました。一九九〇年 就任したコーロル大統領がインフレ撲滅を目的として 権スタートの当日に法人・個人のすべての預金封鎖を行ったため、多くのブラジル人が れに耐え れず 外国におけ 生活 道を求めるようになりまし 日本へのデカセギ現象もそれによって拍車がかかったわけで が、米国、ヨ ロッパ各国、南米の近隣諸国へとブラジル人が出て行き 今日では在外ブラジル人は約三〇〇万人とも言われています。　
国家経済の緊迫化によって不要不急とされた多くの在外公館の多くも閉鎖に追い込まれました。ブラジルは
かつて在京大使館のほか、貿易や移住受け入れのため、横浜と神戸に当初 領事館 最後は副領事館を設けていましたが、両者を閉鎖して在京大使館の一隅に領事部 設けて対応し始めまし 。その直 に、就労を目的
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としたブラジル人の訪日が始まり、大使館の領事部では対応できず、五反田に総領事館を開設し、次に名古屋、最終的には浜松にも総領事館を開設して現在にいたっています。領事館は当該国の企業や自然人のために必要な面もありますが、自国民のさまざまなニーズに対応するためには不可欠です。例えば、子どもが生まれると出生届を行い、人が死亡すると、それに関わるさまざまな証明書が必要となりま 国のサイズが異なるので、一概に比較は出来 せんが、日本はブラジル国内にブラジリアの大使館をはじめとして、総領事館、領事事務所を七か所に設けて そういった 国籍者のための事務手続きや訪日を希望するブラジル人 ビザ発行業務を行っています。ビザといえば、両国の国民の往来を簡素化するための査免協定 両国が締結することが急務だと考えていますが、なかなか実現しません。二〇一六年夏 ブラジルにおける五輪開催時に、ブラジル政府は日本を始めとする数か国の国民 対して三か月間に限定してビザの取得を免除しました は 現在短期査証の有効期限を三年間としました。これは近い将来 査免協定につながるものと期待されています。　
今ひとつの問題は労働法や社会保険に関する法律の適用です。日本で働く者にとって大事なことは、法律で
は従業員が五人以上いる会社は社会保険 加入させなけ ばならない という規定があります。現在ではこのルールはかなり徹底されてきましたが 最初の一〇年ないし一五年はそうではあり せんでした。ブラジル人の多くは、いわゆるデカセギとして働きに来ていて、三 から五年間一所懸命に働 て 何百万円かのお金を稼いで帰国しようとす 人々です。この行動は 戦前 ブラジルに移住した日本人 態度とよく似 いブラジルに永住 た以上は、ブラジル社会に根をおろして、ブラジル国のよき市民になろうと考えた日本人はあまり多くありませんでした。日本人のみで集団地 つくり、結婚も原則として日本人同士、子ども ちには日本語を教え、多くの移民はポルトガ 語を学ぼう しませんでした 数年間一生懸命 働いて 貯金をして
28
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故郷に錦を飾りたかったのですが、そう簡単ではなく、病気になったり、子どもが生まれたり、家族の誰かが亡くなったりして、その願望を達成できた戦前の日本人移民はほんの一握 の人々のみでした。　
日本における社会保険は、ブラジル人就労者にも適用され、毎月給料の数パーセントが雇用主と就労者双方
から差し引いて積み立てられ、二五年後に受給資格が得られることになるのですが、それ以前に帰国するので、掛け捨てになる社会保険には関心がない、と言って加入しない 々が圧倒的多数でした。それで得をしたのは雇用主のほうでした。雇用主としての数パーセントを払わなくてもよいのですから、本人が社会保険に入りたくないなら、それ よいことになっていました。しかし、彼らの滞在が五年、一〇年、一五年と長期化していくうちに老後の心配が生じ始めました。それを解決しなければな かったのですが、保険というものは掛け金を払い込んでいき 最後に年金をもらうことになる 、払わなかった者の救済は出来ない のが日本の社会保険庁の言 分で、それはそれで理にかなったも た。し し、何とかしなければ、ということで二〇〇五年にブラジル大統領が訪日した際、首脳会談時に当時の小泉総理に話を持ち けるよう 根回しをしました。その結果、年金協定 締結に向けて政府間交渉が始 りま た。これには七年の歳月がかかり、ようやく締結されたのは二〇一二年 こと 日伯年金協定が締結され、批准され、双方の法律として施行されたのですが、これまで未加入の人たちを救済する経過措置 設けられません し 。私はブラジル側の交渉団に数回にわたって参加し、訪伯した日本政府の代表団にも申し入 行い た。両者の意見は一致してい 、カラ期間を設けることによって、後か 年金 払いこむ制度の運営は複雑 計算を行うことが非常に難 くなるので、それは きない うことで、結局実現しませんでした。二〇一七 は年金協定が締結されて五年目ですので、見直 が行なわれることになりますが 実現は困難 はない 思われます。年金協
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定によって、かつてブラジルに勤務した日本企業の駐在員がブラジルの社会保険庁から若干の金額が定期的に送金されるようになったことは、今では企業を退職して年金生活者となっている皆さんには喜ばしいことでした。 （註一
　
日本では、二〇一七年以降一〇年間の払い込みで年金が受給できるようになりました。 ）
　
先ほど在日ブラジル人少年の非行についてふれましたが、大人の犯罪も増えており、現在日本の刑務所で服
役しているブラジル人が二七〇名ほどいるそうです。ブラジル人の犯罪者が多いのは、我々にとって非常に悲しいことですし、恥ずかしいことでもあります。なぜなら、ブラジルに移住した日本人 数多くの国の移住者の中で、警察に逮捕されたり、刑務所に収監された人数が最も少なかったとも言われています。二〇一六年二月には両国間で受刑者移送条約が締結されました。日本の刑 所で服役しているブラジル人で希望者を帰国させて、ブラジルの刑務所で残りの刑期を終えさせよう いうものです。上記服役者の中で希望者を募ったところ、約一〇〇名が送還を希望したそうです。日本の刑務所は規則が厳しく、独房に入っていても勝手 姿勢は許されず、私語も禁止されていることから窮屈なので、ブラジルのほうが家族も近く いることから更生の可能性も高い という のでした。私ははこれについて絶対反対との意見を述べま 。刑務所はどこの国でも居心地の良いところではないはずですが、ブラジルの刑務所は定員オーバーで暴動も脱走も頻繁に起きるし、派閥に分かれて対立したり、どちらかに属 ないと、生命の危険さえもあります。条約が発効した際にブラジル政府当局者に見解を聞い ところ、一〇〇人もいるのであれば、一人一人 ケースを審査するが、場合によってはチャーター便を出すことも辞さな いうような話 たが 政権が代わ 、国家財政 破綻状態となったので そのような とは望めなくなっています。ち みに ブラジル は日本国籍の受 者は一人もいません。ブラジル国籍の日系人はいますが、少数 す。
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最後に申し上げたいことは、日系ブラジル人とその配偶者が日本に就労し始めてから三〇年になります。上
記にも延べたように、二〇〇七年にはブラジル人のみでも三〇万人以上が日本に住んでいました。そのほかに両国を往復した日系人の数は、五〇万人とも六〇万 とも推測されます。これだけの人数が日本に居住し、就労し、祖先の国を知ることが出来たことの意味は大きいと思います。これらの人々が両国を結ぶ固い人的絆となっています。また、このたび日本とブラジル おける大学生 人数に関する調査を行っています 、両国の最高学府の在籍者や卒業生を合わせると、数百人にのぼることが推測されます。同じ時期のブラジルにおける大学生の数が一桁であったこと 考えると、五〇年、一〇〇年後の日本において、現在のブラジル社会における日系人がそうであるように、日本においても日系人がかなりの地位を占めていることも想像できます。すでにビジネスや学界では若干の日系ブラジル人の活躍が確認されており、頼もしく思わ　
ブラジル日系社会は、代表的な諸団体を通じて、日本政府に対して 人の範疇をこれまでの二世、三世か
ら四世、あるいはそれ以降の世代にも広げる措置を繰り返し要請して参りました。最近 総理大臣の国会答弁や若干の国会議員の発言から日本政府がその検討 具体的に行っていることがうかがわれます。その早期の実現を願って止みません。　
ご清聴ありがとうございました。
　
